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     一 各作品についての個別分析 


















































































































     一―二 『鉄腕アトム』の女性的な身体表象
 




























































































































































































































     二 各作品の統合的な分析 
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R 』一九二〇年
 
二
 海野十三「十八時の音楽浴」『モダン日本』一九二七年四月
 
三
 井上晴樹『日本ロボット創世記』
N
T
T 出版、一九九三年二月
 
四
 延原謙「電波嬢」『無線電話』一九二四年八月
 
五
 海野十三「人造物語」『新青年』一九三一年四月
 
六
 手塚治虫「リボンの騎士」『少女クラブ』講談社、一九五三年一月
 
七
 手塚治虫「どろろ」『週刊少年サンデー』小学館、一九六七年八月
 
八
 手塚治虫「鉄腕アトム」『少年』光文社、一九五二年四月
 
九
 手塚治虫『虫られっ話』潮出版社、一九八一年四月
 
一〇
 手塚治虫『ブラック・ジャック①』秋田書店、一九七四年五月、表紙、手
塚治虫『手塚治虫文庫全集 鉄腕アトム①』講談社、二〇〇九年一月、表紙、
手塚治虫『手塚治虫文庫全集 リボンの騎士①』講談社、二〇〇九年十月、
表紙、手塚治虫『手塚治虫文庫全集 三つ目がとおる①』講談社、二〇一〇
年二月、表紙
 
一一
 永井豪「鉄腕アトムは女の子だった」『文芸春秋』二〇一三年一月
 
一二
 手塚治虫『メトロポリス』育英出版、一九四九年九月
 
一三
 「火の鳥」『漫画少年』学童社、一九五四年七月
 
一四
 手塚治虫『ぼくのマンガ人生』岩波書店、一九九七年五月
 
一五
 伊藤憲二「『エフ氏』と『アトム』：ロボットの表象から見た科学技術観の
戦前と戦後」『年報 科学・技術・社会』科学社会学会、二〇〇三年六月
 
一六
 手塚治虫『手塚治虫文庫全集 鉄腕アトム①』講談社、二〇〇九年一月
 
一七
 山田夏樹「ロボットとジェンダー」『昭和文学研究』二〇〇六年九月
 
一八
 「ボッコちゃん」『宇宙塵』一九五八年二月
 
一九
 臼田昭訳
M
.W
. シェリー『フランケンシュタイン』国書刊行会、一九七九年
一月、
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二〇
 斎藤環『戦闘美少女の精神分析』太田出版、二〇〇〇年四月
 
二一
 最相葉月『星新一 一〇〇一話をつくった人』新潮社、二〇〇七年三月
 
二二
 田山花袋「少女病」一九〇七年
 
二三
 石黒浩『アンドロイドは人間になれるか』文芸春秋、二〇一五年一二月
 
二四
 手塚治虫「アトム大使」『少年』光文社、一九五一年四月
 
